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書
評

　
　

室
田
保
夫
著
『
近
代
日
本
の
光
と
影
︱
慈
善
・
博
愛
・

　
　
　

社
会
事
業
を
よ
む
︱
』
関
西
学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年

杉　

田　

菜　

穂　
　

　
　
　

一

　
「
本
書
は
こ
れ
ま
で
書
い
た
論
文
の
な
か
で
社
会
事
業
雑
誌
関
係
の
も
の
と
一
般
的
な
そ
れ
も
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
紙
誌
が
多
い
で
す

が
、
そ
の
紙
誌
か
ら
何
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
か
、
あ
る
い
は
慈
善
や
博
愛
、
社
会
事
業
と
い
っ
た
概
念
が
い
か
に
報
道
さ
れ
て
き
た
か

に
つ
い
て
発
表
し
て
き
た
小
論
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
」（
四
四
九
頁
）
と
さ
れ
る
『
近
代
日
本
の
光
と
影
︱
慈
善
・
博
愛
・
社
会
事

業
を
よ
む
︱
』
は
、
四
五
○
頁
を
超
え
る
大
著
で
あ
る
こ
と
、
古
い
も
の
で
一
九
七
八
年
、
新
し
い
も
の
で
二
○
一
一
年
に
発
表
さ
れ
た

論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
を
と
っ
て
も
大
変
重
み
の
あ
る
学
術
書
で
あ
る
。
一
方
で
、
著
者
は
本
書
を
「
序
説
」
な
い

し
は
「
基
礎
的
な
研
究
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
本
書
の
副
題
と
な
っ
て
い
る
慈
善
・
博
愛
・
社
会
事
業
と
い
っ
た
「
言
葉
」
を
い
か
に

よ
み
解
い
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
近
代
社
会
と
い
う
な
か
で
こ
れ
ら
の
「
言
葉
」
が
い
か
な
る
意
味
を
有
し
て
い
る
の
か
と
い
う
課
題
と

向
き
合
う
た
め
の
。
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本
書
の
主
題
（
タ
イ
ト
ル
）
は
、『
近
代
日
本
の
光
と
影
』
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
近
代
日
本
を
め
ぐ
る
「
光
」
が
「
ア
ジ
ア
を

脱
し
て
西
欧
に
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
、ア
ジ
ア
の『
盟
主
』と
し
て『
大
国
主
義
』を
標
榜
し
、国
際
社
会
で
の
地
位
を
築
け
た
」（
四
四
三

頁
）
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
補
完
す
る
「
影
」
の
部
分
の
一
つ
が
今
日
で
い
う
社
会
福
祉
の
対
象
領
域
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
「
影
」
の
部
分
は
こ
れ
ま
で
十
分
に
歴
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。「
も
う
一
つ
の
近
代
」
と
呼
ぶ
べ
き
こ
の
「
影
」

に
光
を
当
て
る
こ
と
で
、
近
代
の
総
体
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
は
、
囚
人
、
孤
児
、
棄
児
、
娼
婦
、
非
行
少

年
、
貧
者
、
障
害
者
と
呼
ば
れ
た
人
々
を
支
援
す
る
団
体
や
事
業
家
の
足
跡
に
関
す
る
実
証
性
を
重
ん
じ
た
調
査
研
究
に
よ
っ
て
慈
善
や

社
会
事
業
と
い
っ
た
言
葉
が
如
何
な
る
中
で
人
々
の
間
に
浸
透
し
て
い
く
の
を
み
て
と
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
そ
の
言

葉
は
近
代
と
い
う
時
代
に
如
何
な
る
意
味
を
形
成
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
っ
た
問
い
と
向
き
合
う
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

先
走
っ
て
著
者
の
問
題
意
識
に
触
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。　

　

序　
　
　
　

社
会
福
祉
の
歴
史
研
究
に
つ
い
て
の
覚
書

第
一
章　
　
　

近
代
日
本
の
監
獄
改
良

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　
「
北
海
道
バ
ン
ド
」
と
『
教
誨
叢
書
』

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　
「
北
海
道
バ
ン
ド
」
と
『
獄
事
叢
書
』

第
二
章　
　
　

近
代
日
本
の
孤
児
と
非
行
、
そ
し
て
慈
善

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

石
井
十
次
と
『
岡
山
孤
児
院
新
報
』

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

留
岡
幸
助
と
『
人
道
』

第
三
章　
　
　

近
代
日
本
の
貧
困
、
廃
娼
、
病
気
、
そ
し
て
矯
風
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第
一
節　

山
室
軍
平
と
『
と
き
の
こ
ゑ
』

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　
『
東
京
市
養
育
院
月
報
』
を
め
ぐ
っ
て

第
四
章　
　
　

博
愛
社
の
機
関
誌
か
ら
慈
善
・
博
愛
・
社
会
事
業
を
よ
む

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

小
橋
勝
之
助
と
『
博
愛
雑
誌
』

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

博
愛
社
の
機
関
誌
『
博
愛
月
報
』
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

第
三
節　

林
歌
子
と
『
博
愛
月
報
』

第
五
章　
　
　

キ
リ
ス
ト
教
紙
誌
か
ら
慈
善
・
博
愛
・
社
会
事
業
を
よ
む

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　
『
七
一
雑
報
』
に
み
る
慈
善
、
衛
生
、
救
済
論

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　
『
六
合
雑
誌
』
に
み
る
慈
善
・
博
愛
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

第
三
節　

鈴
木
文
治
と
『
六
合
雑
誌
』

第
六
章　
　
　

仏
教
雑
誌
か
ら
慈
善
・
社
会
事
業
を
よ
む

　
　
　
　
　
　
　
『
六
大
新
報
』
に
み
る
真
言
宗
の
社
会
事
業

　
　
　

結
び
に
か
え
て　

 

近
代
日
本
の
光
と
影

　
　
　

二

　　

本
書
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
社
会
事
業
を
め
ぐ
っ
て
「
監
獄
改
良
」
や
「
孤
児
と
非
行
」、
あ
る
い
は
「
キ
リ
ス
ト
教
紙
誌
」
や
「
仏

教
雑
誌
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
ご
と
に
編
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
雑
誌
刊
行
年
を
も
と
に
し
て
時
系
列
で
整
理
す
る
と
、左
図
の
よ
う
に
な
る
。
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（
筆
者
作
成
。）

　

以
下
、
本
書
の
記
述
に
沿
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
説
明
を
ご
く
簡
潔
に
記
し
て
み
よ
う
。

１：雑報社
『七一雑報』（雑報社、1875年創刊）
→第５章　第１節

２：東京青年会
『六合雑誌』（東京青年会、1880年創刊）
→第５章　第２・３節

３：博愛社と岡山孤児院
　　　　　　　　　　　　３－１：博愛社（兵庫）
　　　　　　　　　　　　『博愛雑誌』（博愛社、1890年創刊）
　　　　　　　　　　　　→第４章　第１節　
　　　　　　　　　　　　※ 1891年　博愛社と岡山孤児院の合併
　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　※ 1893年　博愛社と岡山孤児院の分離
　　　　　　　　　　　　　　　　↓
３－２：岡山孤児院　　　　　　　　　　　　　３－３：博愛社（大阪）

『岡山孤児院月報』（岡山孤児院、1893年創刊）　　『博愛月報』（博愛社、1899年創刊）
『岡山孤児院新報』（岡山孤児院、1896年創刊）　　→第４章　第２・３節
→第２章　第１節

４：同情会
『同情』のち（第５号から）『教誨叢書』（同情会、1892年）
→第１章　第１節　

『獄事叢書』（同情会、1894年）
→第１章　第２節

５：救世軍
『鬨聲』のち『ときのこゑ』（救世軍、1895年創刊）
→第３章　第１節

６：東京市養育院
『東京市養育院月報』（東京市養育院、1901年）
→第３章　第２節

７：祖風宣揚会
『六大新報』（祖風宣揚会、1903年）
→第６章

８：家庭学校
『人道』（人道社、1905年創刊）
→第２章　第２節
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一
：
雑
報
社

　
『
七
一
雑
報
』（
雑
報
社
、
一
八
七
五
年
創
刊
）
は
、
一
八
七
五
年
に
神
戸
で
発
刊
さ
れ
た
日
本
キ
リ
ス
ト
教
界
最
初
の
「
週
刊
紙
」
で

あ
る
。
自
由
民
権
運
動
と
対
応
す
る
こ
の
時
代
は
、
社
会
事
業
に
つ
い
て
い
え
ば
恤
救
規
則
の
制
定
（
一
八
七
四
年
）、
キ
リ
ス
ト
教
界

に
つ
い
て
い
え
ば
宣
教
師
に
よ
っ
て
従
来
と
違
っ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
思
想
が
日
本
に
植
え
つ
け
ら
れ
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
。

一
八
八
三
年
に
『
福
音
新
報
』
へ
と
引
き
継
が
れ
る
ま
で
八
年
間
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
本
紙
は
、
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
記
事
の
み
な

ら
ず
政
治
・
経
済
・
社
会
の
動
き
も
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
決
し
て
多
く
は
な
い
が
社
会
事
業
関
係
の
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

二
：
東
京
青
年
会

　
『
六
合
雑
誌
』（
東
京
青
年
会
、
一
八
八
○
年
創
刊
）
に
は
、
当
時
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
慈
善
事
業
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
啓
蒙
・

実
践
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
書
誌
の
性
格
だ
け
で
な
く
一
九
一
一
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
編
輯
に
従
事
し
た
鈴
木
文
治
に
焦
点
を
当
て

た
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
本
誌
の
意
義
を
、
積
極
的
に
西
洋
（
特
に
米
・
英
国
）
の
慈
善
・
博
愛
事
業
を
紹
介
す
る
こ
と
で
日

本
の
慈
善
事
業
の
発
達
に
啓
蒙
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
人
々
に
よ
る
社
会
問
題

解
決
策
と
し
て
の
慈
善
事
業
な
ど
が
批
判
さ
れ
、
そ
れ
が
社
会
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
の
社
会
科
学
的
視
点
の
萌
芽
と
な
っ
た
と
も
い
う
。

三
：
博
愛
社
と
岡
山
孤
児
院

　

一
八
九
○
年
に
小
橋
勝
之
助
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
博
愛
社
（
兵
庫
）
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
基
づ
く
教
育
社
団
で
あ
っ
た
が
、

一
八
九
一
年
に
は
石
井
十
次
（
一
八
八
七
年
、
孤
児
教
育
会
（
の
ち
の
、
岡
山
孤
児
院
）
を
三
友
寺
（
岡
山
市
）
で
創
設
）
と
の
交
流
か

ら
岡
山
孤
児
院
と
合
併
す
る
。

三
︱
一
　
博
愛
社
（
兵
庫
）

　

博
愛
社
創
設
当
初
の
事
業
構
想
は
、
博
愛
文
庫
の
設
置
、
博
愛
雑
誌
の
刊
行
、
慈
善
的
夜
学
校
、
慈
善
的
普
通
校
の
設
置
、
貧
民
施
療



158

所
の
設
置
、
感
化
院
の
設
置
、
孤
児
院
の
設
置
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
『
博
愛
雑
誌
』（
一
八
九
○
年
）
と
普
通
学
校
（
一
八
九
一
年
）
が

実
現
し
た
。『
博
愛
雑
誌
』
に
収
め
ら
れ
た
論
考
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
も
の
、
慈
善
博
愛
事
業
に
関
す
る
も
の
、
博
愛
社
に
関

す
る
も
の
な
ど
が
あ
っ
た
。
一
八
九
一
年
に
は
、
博
愛
社
の
財
産
を
岡
山
孤
児
院
に
寄
付
し
、
普
通
学
校
も
岡
山
孤
児
院
の
附
属
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
ず
か
一
年
半
の
共
同
の
歩
み
の
の
ち
関
係
悪
化
に
よ
り
九
三
年
に
は
両
者
が
独
自
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
岡

山
孤
児
院
（
三
︱
二
）
か
ら
独
立
し
た
博
愛
社
（
三
︱
三
）
は
、
一
八
九
三
年
に
若
干
三
○
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
勝
之
助
の
志
を
継

ぐ
形
で
、
弟
の
実
之
助
や
林
歌
子
の
献
身
な
ど
に
よ
っ
て
博
愛
社
（
大
阪
）
は
復
活
を
み
る
。

三
︱
二
　
岡
山
孤
児
院

　

博
愛
社
と
の
分
離
独
立
を
経
た
一
八
九
三
年
に
創
刊
さ
れ
る
の
が
、『
岡
山
孤
児
院
月
報
』
で
あ
る
。
そ
の
発
行
人
兼
編
輯
人
と
な
っ

て
い
る
小
野
田
鉄
弥
は
、『
博
愛
雑
誌
』
に
多
く
の
論
文
を
載
せ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、『
博
愛
雑
誌
』
の
延
長
で
把
握
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
。『
岡
山
孤
児
院
月
報
』（
一
八
九
三
年
〜
一
八
九
四
年
）は
院
内
の
報
告
を
中
心
と
し
た
機
関
誌（「
非
売
品
」）で
あ
り
、追
っ

て
発
刊
さ
れ
る
『
岡
山
孤
児
院
新
報
』（
一
八
九
六
年
〜
一
九
○
九
年
）
は
社
説
、
岡
山
孤
児
院
日
記
、
論
説
、
福
音
、
雑
録
、
広
告
、

院
内
記
者
、
教
育
、
史
伝
、
小
説
、
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
。

三
︱
三
　
博
愛
社
（
大
阪
）

　

一
方
、
岡
山
孤
児
院
か
ら
独
立
し
た
博
愛
社
（
大
阪
）
は
一
八
九
九
年
に
『
博
愛
月
報
』
を
創
刊
す
る
。
そ
れ
は
、
小
橋
勝
之
助
の
遺

言
を
実
現
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
本
誌
は
慈
善
や
社
会
事
業
に
関
す
る
も
の
、
時
論
、
博
愛
社
に
関
す
る
も
の
、
キ
リ
ス
ト
教
関
係
、

弔
文
・
追
悼
文
で
構
成
さ
れ
、
当
時
先
進
的
で
あ
っ
た
大
阪
の
社
会
事
業
に
関
す
る
情
報
提
供
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
明
治
・
大
正
・
昭

和
期
に
廃
娼
や
矯
風
運
動
、
社
会
事
業
に
お
い
て
精
力
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
林
歌
子
に
つ
い
て
の
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る
。

四
：
同
情
会
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同
情
会
は
、「
北
海
道
バ
ン
ド
」
と
（
生
江
孝
之
に
よ
っ
て
）
名
付
け
ら
れ
た
教
誨
師
集
団
と
の
関
わ
り
で
把
握
さ
れ
る
。
そ
れ
は
具

体
的
に
、
Ｊ
・
Ｃ
・
ベ
リ
ー
、
大
井
上
輝
明
、
原
胤
昭
、
留
岡
幸
助
を
筆
頭
に
、
明
治
二
○
年
代
に
北
海
道
集
治
監
に
教
誨
師
と
し
て
赴

任
し
た
同
志
社
卒
業
生
を
中
心
と
す
る
日
本
社
会
事
業
の
草
分
け
的
存
在
の
こ
と
で
あ
る
。
同
情
会
は
原
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、

一
八
九
二
年
に
囚
人
向
け
の
『
同
情
』（
の
ち
『
教
誨
叢
書
』）
が
、
そ
れ
か
ら
二
年
ほ
ど
遅
れ
て
監
獄
官
吏
向
け
の
『
獄
事
叢
書
』
が
刊

行
さ
れ
る
。
本
誌
は
、
当
時
の
北
海
道
の
監
獄
と
囚
徒
の
状
況
、「
北
海
道
バ
ン
ド
」
の
動
向
理
解
に
役
立
つ
と
さ
れ
る
。

五
：
救
世
軍

　

救
世
軍
は
キ
リ
ス
ト
教
の
な
か
で
も
社
会
事
業
と
極
め
て
密
接
な
関
係
を
も
っ
た
教
派
で
あ
り
、
そ
の
日
本
で
の
主
導
者
と
な
っ
た
の

が
山
室
軍
平
で
あ
る
。『
鬨
聲
』（
の
ち
『
と
き
の
こ
ゑ
』）
は
、
山
室
が
救
世
軍
に
入
隊
す
る
一
八
九
五
年
に
創
刊
さ
れ
、
救
世
団
に
改

称
さ
れ
る
の
に
伴
っ
て
『
日
本
救
世
新
聞
』（
の
ち
『
朝
の
ひ
か
り
』）
と
な
る
ま
で
続
い
た
日
本
の
救
世
軍
の
機
関
紙
で
あ
る
。
山
室
の

生
存
期
間
の
紙
面
は
無
署
名
の
も
含
め
て
山
室
の
文
章
が
多
く
を
占
め
、
政
治
的
な
も
の
は
極
め
て
少
な
く
、
宗
教
、
道
徳
、
説
教
的
な

も
の
が
平
易
に
書
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

六
：
東
京
市
養
育
院

　

近
代
日
本
に
お
け
る
社
会
福
祉
施
設
の
濫
觴
と
い
え
る
東
京
市
養
育
院
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
一
八
七
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。

一
七
九
一
年
に
老
中
松
平
定
信
が
天
明
の
大
飢
饉
へ
の
対
応
と
し
て
町
会
所
を
設
立
し
て
民
衆
の
救
済
に
あ
た
っ
た
の
が
そ
の
起
源
で
、

一
八
七
二
年
の
町
会
所
廃
止
を
受
け
て
設
立
に
至
っ
た
の
が
東
京
市
養
育
院
で
あ
っ
た
。
一
九
○
一
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
東
京
市
養
育
院

月
報
』
は
、
慈
善
事
業
に
関
す
る
論
説
や
内
外
の
社
会
事
業
の
動
向
と
院
内
の
様
子
の
報
告
が
中
心
で
あ
る
。

七
：
祖
風
宣
揚
会

　

仏
教
社
会
事
業
（
こ
こ
で
は
、
真
言
宗
）
は
、
一
八
九
一
年
に
濃
尾
地
方
で
生
じ
た
大
震
災
の
救
援
活
動
や
孤
児
院
の
経
営
な
ど
の
社
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会
活
動
か
ら
本
格
的
な
社
会
事
業
へ
と
展
開
を
み
る
。「
宗
祖
の
宣
揚
」
と
「
社
会
的
汚
穢
の
一
掃
」、「
宗
教
の
真
正
目
的
」
を
達
成
す

る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
祖
風
宣
揚
会
の
活
動
（
＝
近
代
真
言
宗
社
会
事
業
の
出
発
点
）
を
め
ぐ
っ
て
、
一
九
○
三
年
に
創
刊
さ
れ
る
『
六

大
新
報
』、一
九
一
三
年
に
高
野
山
有
志
が
組
織
し
た
高
野
学
報
社
の
機
関
誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
る
『
高
野
学
報
』（
後
の
、『
高
野
山
時
報
』）

の
社
会
事
業
に
関
す
る
論
文
や
記
事
と
し
て
現
れ
た
具
体
的
な
事
業
や
社
会
事
業
に
関
す
る
思
想
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

八
：
家
庭
学
校

　

留
岡
幸
助
は
、
一
八
九
九
年
に
非
行
少
年
の
感
化
施
設
「
家
庭
学
校
」
を
創
設
す
る
。
そ
の
機
関
誌
と
し
て
一
九
○
五
年
に
創
刊
さ
れ

た
の
が
『
人
道
』
で
あ
る
。
本
書
（
四
：
同
情
会
）
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
教
誨
師
時
代
に
監
獄
関
係
雑
誌
の
、
ま
た
米
国
遊
学
の

の
ち
『
基
督
教
新
聞
』
の
編
集
に
携
わ
っ
た
経
験
を
経
て
の
こ
と
で
あ
る
。
慈
善
・
社
会
事
業
論
、
報
徳
論
、
地
方
自
治
・
地
方
改
良
論
、

教
育
論
、
宗
教
論
、
時
事
論
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
留
岡
は
革
新
的
と
は
言
え
な
い
け
れ
ど
も
斬
新
的
な
社
会

改
良
に
向
け
て
、
換
言
す
れ
ば
体
制
内
的
な
改
革
派
と
し
て
の
立
場
を
貫
い
た
と
さ
れ
る
。

　

以
上
が
本
論
の
内
容
で
あ
り
、本
書
は
著
者
が
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
て
き
た
個
別
の
論
文
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。し
た
が
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
は
否
め
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
の
副
題
で
あ
る
「
慈
善
・
博
愛
・
社
会
事
業

を
よ
む
」
と
い
う
問
題
意
識
に
よ
っ
て
本
書
は
貫
か
れ
て
い
る
。
著
者
は
、「
序
」
に
お
い
て
「
慈
善
や
社
会
事
業
と
い
っ
た
言
葉
は
、

そ
の
時
代
に
お
け
る
文
化
的
産
物
で
も
あ
る
。
そ
の
言
葉
は
時
間
と
い
う
軸
と
空
間
と
い
う
軸
と
が
交
差
し
た
中
に
存
在
し
て
い
る
」

（
一
二
頁
）
と
述
べ
て
、
こ
れ
ら
が
歴
史
的
相
対
的
概
念
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
わ
る
以
下
の
よ
う
な
課
題

提
起
が
、
本
書
の
随
所
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。

・「
我
国
の
歴
史
を
考
え
て
み
る
と
き
、
社
会
福
祉
史
の
研
究
に
は
ま
だ
ま
だ
未
開
拓
の
分
野
が
如
何
に
多
い
か
が
気
付
か
さ
れ
る
。
最
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近
漸
く
社
会
史
に
対
し
て
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
従
来
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
に
お
い
て
も
人
々
の
目
が
行
く
よ
う

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
社
会
福
祉
の
対
象
と
し
て
い
る
貧
民
、
孤
児
、
病
人
、
障
害
者
、
老
人
、
あ
る
い
は
保
育
所
、
孤
児
院
、
救
護
・
教

護
等
の
施
設
、
ス
ラ
ム
、
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
事
業
、
監
獄
等
々
、
か
か
る
人
々
や
地
域
、
施
設
、
事
業
が
歴
史
の
中
で
如
何
な
る
布
置
を
構

成
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
問
う
て
い
く
作
業
は
地
味
な
が
ら
社
会
福
祉
学
は
言
う
に
及
ば
ず
歴
史
学
の

課
題
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。」（
一
○
六
頁
）

・「
社
会
主
義
へ
の
行
程
が
慈
善
事
業
批
判
へ
と
向
か
う
点
、
す
な
わ
ち
慈
善
事
業
を
批
判
し
て
い
く
系
譜
に
逆
説
的
に
慈
善
事
業
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
て
、
後
の
社
会
事
業
成
立
に
向
か
う
要
素
を
提
起
し
て
い
く
と
い
う
役
割
を
評
価
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。」（
三
二
九
頁
）

　
　
　

三

　

以
上
が
、
本
書
の
骨
子
で
あ
る
。
実
に
丁
寧
な
書
誌
的
考
察
で
あ
る
本
書
に
よ
っ
て
、
先
行
研
究
で
は
及
ん
で
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
ま

で
立
ち
入
っ
て
近
代
日
本
に
お
け
る
社
会
事
業
の
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
独
立
し
た
よ
う
に
見
え
る
個
々
の
章
で
論
じ
ら
れ
た
内

容
が
、
読
者
の
頭
の
な
か
で
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
思
想
的
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
他
の
章
の
内
容
と
関
連
を
も
つ
。
そ
う
し
て
当
時
の
慈

善
・
博
愛
・
社
会
事
業
の
像
が
立
体
的
に
再
構
築
さ
れ
る
こ
と
は
、
本
書
の
大
き
な
美
点
で
あ
る
。
社
会
福
祉
、
キ
リ
ス
ト
教
、
人
権
、

建
築
、
社
会
政
策
、
教
育
、
看
護
、
労
働
問
題
、
と
い
っ
た
実
に
幅
広
い
学
問
領
域
に
及
ぶ
本
書
の
意
義
を
評
者
が
す
べ
て
を
理
解
で
き

て
い
る
は
ず
も
な
い
が
、
社
会
政
策
を
専
攻
す
る
評
者
な
り
に
思
う
と
こ
ろ
、
感
じ
た
こ
と
を
書
き
留
め
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
著
者
が
今
日
に
至
る
ま
で
発
表
さ
れ
て
き
た
研
究
業
績
と
本
書
『
近
代
日
本
の
光
と
影
︱
慈
善
・
博
愛
・
社
会
事
業
を
よ
む
︱
』
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の
関
連
に
つ
い
て
で
あ
る
。
著
者
は
今
日
に
至
る
ま
で
多
数
の
研
究
業
績
を
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
の
な
か
で
そ
れ
ら
と
本
書
の
関

わ
り
に
つ
い
て
深
く
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
本
書
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
業
績
と
の
関
係
性
で
こ
そ
読
ま
れ
る
べ
き
研
究

成
果
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
著
者
の
初
の
単
著
と
思
わ
れ
る
『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
福
祉
思
想
史
の
研
究
︱
「
一
国
の
良
心
」
に
生
き

た
人
々
』
の
「
後
記
」
の
な
か
に
、
次
の
一
節
が
あ
る
。「
著
者
は
大
学
院
時
代
に
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
『
留
岡
幸
助
の
研
究
』
に
参
加
の
機
会
を
得
、『
留
岡
幸
助
著
作
集
』
全
五
巻
の
編
纂
作
業
に
携
わ
り
、修
士
論
文
と
し
て
『
近

代
日
本
と
留
岡
幸
助
』
を
書
き
上
げ
た
こ
と
、
そ
れ
以
来
、
留
岡
幸
助
を
軸
に
し
て
研
究
を
し
て
き
た
。
ま
た
そ
の
後
、
研
究
所
に
於
い

て
『『
六
合
雑
誌
』
の
研
究
』、『『
七
一
雑
報
』
の
研
究
』、『
教
会
研
究
』、『
山
室
軍
平
の
研
究
』、
そ
し
て
現
在
も
『
石
井
十
次
の
研
究
』

等
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
が
、
い
わ
ば
そ
の
周
辺
作
業
の
中
か
ら
こ
う
し
た
も
の
が
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」（
五
三
四
頁
）。

こ
の
『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
福
祉
思
想
史
の
研
究
︱
「
一
国
の
良
心
」
に
生
き
た
人
々
』
と
本
書
の
性
格
は
似
て
お
り
、『
留
岡
幸
助
の
研
究
』

（
不
二
出
版
、
一
九
九
八
年
）
を
核
と
す
る
室
田
保
夫
社
会
福
祉
史
研
究
を
よ
り
広
げ
る
も
の
と
し
て
本
書
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に

思
う
。
こ
れ
ら
の
著
作
を
前
提
に
読
み
進
め
る
と
、
本
書
の
理
解
は
よ
り
深
ま
る
は
ず
で
あ
る
。

　

同
じ
視
点
か
ら
、
も
う
一
点
解
説
し
た
い
。「
社
会
福
祉
の
歴
史
は
貧
困
史
を
中
心
に
し
て
近
代
史
の
歴
史
的
方
法
が
大
き
な
影
響
力

を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
充
分
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
は
経
済
史
や
政
治
史
が
そ
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
お
り
、
社
会
史
、

民
衆
史
、
生
活
史
と
い
っ
た
も
の
へ
の
応
用
が
弱
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ま
で
経
済
史
や
政
治
史
を
中
心
に
し
て
近
代
の
説
明
が

な
さ
れ
て
き
た
傾
向
が
あ
る
が
、
生
活
と
い
っ
た
些
細
な
日
常
性
に
も
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
集
積
が
歴
史
を
構
成
す
る
面
も
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
慈
善
的
行
為
や
博
愛
、
そ
し
て
社
会
事
業
と
い
っ
た
こ
と
の
限
界
を
指
摘
す
る
こ
と
で
も
な
く
、
ま
た
逆
に
そ
れ
を
過
大
に
評
価
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
実
態
を
み
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
実
態
を
対
象
化
し
な
が
ら
、
個
別
の

事
象
を
全
体
と
の
関
係
の
課
題
と
し
て
、
肉
薄
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」（
四
四
四
頁
）
こ
れ
は
、
本
書
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の
「
結
び
に
か
え
て
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
編
著
で
あ
る
①
『
人
物
で
よ
む
近
代
日
本
社
会
福
祉
の
あ

ゆ
み
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
○
○
六
年
）、
②
『
人
物
で
よ
む
社
会
福
祉
の
思
想
と
理
論
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
○
一
○
年
）
の

な
か
の
関
係
す
る
記
述
を
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。

①
か
ら

・「
近
代
に
お
け
る
社
会
福
祉
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
典
型
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
一
般
に
、
慈
善
事
業
、
社
会
事
業
、
社
会
福
祉
と
い
っ
た
大

き
な
三
つ
の
歴
史
的
段
階
が
あ
る
。
一
方
、
近
代
日
本
の
歴
史
は
慈
善
事
業
、
感
化
救
済
事
業
、
社
会
事
業
、
厚
生
事
業
、
そ
し
て
第
二

次
世
界
大
戦
後
の
社
会
福
祉
と
い
っ
た
よ
う
な
時
期
区
分
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
背
景
に
は
社
会
福
祉
に
つ
い
て
、
そ
の
時

代
が
生
み
出
し
た
典
型
的
な
用
語
（
言
説
）
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
日
本
の
特
異
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
細
分

化
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
き
ら
い
も
あ
る
。」（
二
頁
）

・「
社
会
福
祉
の
歴
史
を
み
て
い
く
と
き
、
福
祉
国
家
論
の
枠
組
み
を
背
景
に
し
て
、
往
々
に
国
家
の
社
会
福
祉
政
策
の
歴
史
に
比
重
が

置
か
れ
て
く
る
。
つ
ま
り
国
家
政
策
の
貧
困
性
を
背
景
に
し
て
民
間
の
事
業
か
ら
出
発
し
た
事
業
は
、
次
第
に
人
び
と
の
権
利
意
識
や
国

家
の
責
任
論
と
な
り
、
国
家
政
策
（
福
祉
）
の
発
展
に
い
か
に
集
約
さ
れ
て
い
く
か
の
傾
向
を
も
つ
。
し
か
し
社
会
福
祉
は
単
線
的
に
展

開
し
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ
の
な
か
で
複
合
的
か
つ
重
層
的
に
、か
つ
蛇
行
的
に
進
ん
で
い
く
も
の
で
あ
る
。」

（
同
）

②
か
ら

・「
社
会
福
祉
学
が
そ
の
性
格
か
ら
、
と
き
に
は
社
会
福
祉
、
社
会
福
祉
事
業
、
社
会
福
祉
論
な
ど
と
呼
称
さ
れ
『
学
』
を
意
識
的
に
排
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除
し
て
呼
ば
れ
る
の
も
、『
学
と
し
て
の
社
会
福
祉
』
の
成
立
を
曖
昧
な
も
の
に
し
て
き
た
要
因
で
も
あ
る
。」（
二
頁
）

・「
社
会
福
祉
に
お
い
て
学
と
い
う
よ
り
、
論
や
思
想
と
い
っ
た
ま
だ
高
度
に
整
序
さ
れ
な
い
よ
う
な
領
域
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
あ
る
。

思
想
と
理
論
・
学
説
と
明
確
に
分
化
さ
れ
が
た
い
も
の
が
生
ま
れ
る
が
、
こ
れ
は
社
会
福
祉
独
自
の
性
格
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

外
来
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
や
科
学
の
未
定
立
と
い
う
背
景
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
人
々
の
主
観
的
な
想
い
や
思
想
が
理
論
と
い
う

名
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
実
感
の
領
域
で
語
ら
れ
る
た
め
に
、
経
験
が
共
有
さ
れ
な
い
と
そ
こ
に
は
深
い
溝
が
で
き
、
何

ら
構
造
化
さ
れ
て
い
か
な
い
と
い
う
現
象
も
生
じ
て
き
た
。」（
三
頁
）

・「
社
会
科
学
に
お
い
て
『
人
間
と
社
会
』、
そ
し
て
『
時
代
と
状
況
』
の
中
で
学
の
体
系
化
が
計
ら
れ
、
社
会
福
祉
の
理
論
は
単
に
問
題

解
決
と
い
う
現
実
的
な
志
向
だ
け
で
な
く
、
現
象
を
対
象
化
し
、
抽
象
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
学
問
が
成
立
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
社
会
福

祉
学
が
適
合
す
る
科
学
を
基
礎
に
し
て
理
論
の
構
築
が
計
ら
れ
、
そ
し
て
定
立
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。」（
六
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
著
者
の
問
題
意
識
は
、「
歴
史
と
し
て
の
社
会
福
祉
」「
福
祉
の
複
合
性
と
重
層
性
」「
職
業
と
し
て
の
社
会
福

祉
と
社
会
福
祉
学
」
に
あ
る
。
著
者
が
本
書
を
「
序
説
」
あ
る
い
は
「
基
礎
研
究
的
な
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
問
い
を

見
据
え
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
な
か
で
と
り
わ
け
評
者
の
目
を
引
い
た
の
は
「
福
祉
の
複
合
性
と
重
層
性
」
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
評
者
は
こ
こ
し
ば
ら
く
「（
自
身
の
専
門
で
あ
る
）
社
会
政
策
」
と
「
社
会
福
祉
」（
さ
ら
に
は
、「
社
会
保
障
」、「
公
衆

衛
生
」）
の
概
念
規
定
を
め
ぐ
る
問
い
、
い
い
か
え
れ
ば
そ
れ
ら
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
初
期
段
階
に
あ
る
評

者
が
、
本
書
か
ら
得
た
示
唆
は
大
き
か
っ
た
。
例
え
ば
、
本
書
に
は
金
井
延
や
桑
田
熊
蔵
を
め
ぐ
る
記
述
が
見
ら
れ
た
。
両
者
は
、
日
本

の
社
会
政
策
学
会
創
設
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
両
者
の
う
ち
、
金
井
は
『
六
合
雑
誌
』
に
窮
民
や
社
会
問
題
を

め
ぐ
る
議
論
、
桑
田
は
『
博
愛
社
月
報
』
に
労
働
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
。
こ
の
事
実
は
改
め
て
、
社
会
政
策
と
社
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会
福
祉
の
関
係
性
を
め
ぐ
る
問
い
に
評
者
を
引
き
つ
け
た
。こ
の
よ
う
に
、本
書
が
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
く
れ
た
数
々
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
も
た
ら
し
て
く
れ
る
今
後
の
課
題
は
豊
富
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
読
後
感
の
よ
う
な
も
の
を
記
し
て
お
こ
う
。
著
者
は
本
書
を
通
じ
て
追
い
求
め
る
も
の
を
「
も
う
一
つ
の
近
代
」
と
表
現
し

て
い
る
。
こ
の
「
も
う
一
つ
」
と
い
う
言
葉
が
、
評
者
の
心
に
強
く
響
い
た
。
以
下
の
一
節
と
と
も
に
。

　
「
人
々
は
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
か
。
社
会
は
何
を
基
準
に
し
て
構
成
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
正
義
と
は
何
か
、
と
い
っ
た
哲

学
的
か
つ
倫
理
的
価
値
は
普
遍
的
に
存
在
し
、
ま
た
、
そ
れ
は
と
り
わ
け
往
々
に
時
代
の
変
革
期
に
お
い
て
勃
興
す
る
。
た
と
え
ば
社
会

福
祉
の
分
野
に
お
い
て
も
、
社
会
福
祉
の
言
論
の
不
在
的
状
況
と
合
致
し
て
、
経
済
学
者
の
ア
マ
ル
チ
ア
・
セ
ン
の
考
え
方
が
評
価
さ
れ

た
り
、
ロ
ー
ル
ズ
の
正
義
論
や
ア
ー
レ
ン
ト
の
公
共
哲
学
、
あ
る
い
は
サ
ン
デ
ル
の
政
治
哲
学
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
く
の
も
現
在
が
一

つ
の
時
代
変
革
の
節
目
、
換
言
す
れ
ば
福
祉
哲
学
へ
の
渇
望
の
反
映
か
も
し
れ
な
い
。」（
四
頁
）

＊
本
稿
は
、「
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
三
研
究
、
二
○
一
二
年
度
六
月
例
会
」（
二
○
一
二
年
六
月
一
日
）
で
の
報
告
原
稿
を
も
と
に
作
成

し
て
い
る
。
当
日
ご
出
席
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
、
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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